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新たな歴史と伝統を新中学校で… 新たな歴史と伝統を新中学校で… 

閉校は、新たな飛躍の第一歩 

新たな歴史と伝統を新中学校で… 
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平
成
21
年
4
月
、
平
和
中
学
校
と
巌
中
学

校
が
統
合
と
な
り
、
新
た
に
上
野
原
西
中
学

校
と
し
て
始
業
ベ
ル
を
鳴
ら
し
ま
す
。
上
野

原
市
内
の
中
学
校
の
統
合
は
、
昨
年
上
野
原

中
と
統
合
に
な
っ
た
棡
原
中
・
西
原
中
に
次

い
で
二
例
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
の
延
べ
人
数
は
、
平

和
中
学
校
が
3
9
4
1
名
、
巌
中
学
校
が
3

7
8
1
名
に
な
り
、
数
多
く
の
歴
史
と
思
い

出
と
と
も
に
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
後

巌中　力丸勇悟さん
（Ｈ20年度生徒会長）

巌中　岸里大輝さん（3年）
（新生徒会長）

巌中　小柳里織さん（2年）

は
、
こ
れ
ま
で
の
巌
中
学
校
校
舎
が
上
野
原

西
中
学
校
の
勉
学
の
場
と
し
て
、
新
た
な
歴

史
を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。

3
月
15
日
に
平
和
中
学
校
で
行
わ
れ
た
閉

校
記
念
式
典
に
は
、
生
徒
や
保
護
者
ま
た
平

和
中
学
校
に
所
縁
の
あ
る
関
係
者
が
集
ま
り

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
の
閉
校
式

で
は
閉
校
に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告
や
、
校

旗
返
納
等
が
行
わ
れ
、
第
二
部
の
「
思
い
出

を
語
る
会
」
で
は
、
生
徒
に
よ
る
寸
劇
や
同

校
卒
業
生
に
よ
る
思
い
出
話
を
交
え
な
が
ら

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
、
当
時
を
懐
か
し
む
声
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

上
野
原
西
中
学
校
の
開
校
に
あ
た
り
、
母

校
が
閉
校
と
な
る
平
和
中
の
生
徒
、
こ
れ
ま

で
の
校
舎
に
新
た
な
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
巌
中
の
生
徒
、
そ
れ
ぞ
れ
が
過
ご
し
て

き
た
学
校
の
思
い
出
や
、
新
た
な
学
校
で
の

意
気
込
み
等
と
、
平
和
中
学
校
で
行
わ
れ
た

閉
校
記
念
式
典
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

卒
業
式
を
迎
え
、
巌
中
で
の
数
々
の
思
い
出

を
振
り
返
る
と
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
す
。

今
の
気
持
ち
を
一
言
で
、
と
言
わ
れ
た
ら
「
私

た
ち
は
巌
中
生
で
良
か
っ
た
。」
と
答
え
ま
す
。

あ
り
き
た
り
で
す
が
、
率
直
な
気
持
ち
で
す
。

私
た
ち
の
中
学
校
生
活
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
巌
中
で
過
ご
し
た
時
間

は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
さ
よ
う
な
ら
、
我
が

母
校
。
さ
よ
う
な
ら
巌
中
学
校
。

4
月
か
ら
は
、
上
野
原
西
中
学
校
の
最
初
の

年
に
な
る
の
で
、
土
台
を
し
っ
か
り
建
て
よ
う

と
思
い
ま
す
。
生
徒
会
本
部
が
中
心
と
な
り
、

話
し
合
い
が
活
発
で
生
徒
一
人
一
人
の
意
見
が

反
映
さ
れ
る
学
校
。
行
事
な
ど
で
皆
が
協
力
し

一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
む
学
校
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
発
な
学
校
。
こ
ん
な
学
校
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
僕
た
ち
新
3
年
生
が
前
を
歩

き
、
下
級
生
を
引
っ
張
っ
て
行
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
巌
中
で
の
思
い
出
は
一
年
間
で
し
た
が
、

良
い
先
生
、
良
い
先
輩
、
良
い
友
達
に
恵
ま
れ

て
た
く
さ
ん
の
事
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
特

に
若
松
祭
で
は
、
巌
中
が
一
つ
に
な
れ
た
事
が

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

4
月
か
ら
は
平
和
中
と
統
合
し
、
初
め
は
少
し

緊
張
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
残
り
の
二
年
間
を

新
し
い
友
達
と
共
に
上
野
原
西
中
生
と
し
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

上
野
原
西
中
学
校

4
月
1
日
開
校

上
野
原
西
中
学
校

4
月
1
日
開
校
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▲第一部の閉校式では、渡邊校長から奈
良市長へ校旗が返納されました。

僕
た
ち
平
和
中
の
3
年
生
は
13
人
と
い
う
少

な
い
人
数
で
全
校
の
先
頭
に
立
ち
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

3
年
生
の
目
標
は
「Tim

e
is
treasure

〜
一

瞬
一
瞬
に
夢
を
持
て
〜
」
で
し
た
。
僕
た
ち
は

最
後
の
一
年
間
を
悔
い
の
残
ら
な
い
も
の
に
し

よ
う
と
学
園
祭
や
生
徒
会
行
事
な
ど
の
活
動
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

充
実
し
た
毎
日
を
送
る
事
が
で
き
、
平
和
中
で

過
ご
し
た
時
間
は
僕
た
ち
の
最
高
の
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

平和中　舘岡隼太さん
（Ｈ20年度生徒会長）

平和中　和智龍之輔さん（3年）

僕
は
こ
の
一
年
、
一
日
一
日
を
大
事
に
し
て

過
ご
し
て
来
ま
し
た
。
最
後
で
最
大
の
行
事
の

学
園
祭
は
、
全
校
で
一
致
団
結
し
て
大
成
功
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

閉
校
式
は
平
和
中
の
最
後
の
行
事
だ
っ
た
の

で
み
ん
な
と
協
力
し
て
一
生
懸
命
に
力
を
出
し

て
頑
張
り
ま
し
た
。

巌
中
と
統
合
し
て
も
、
平
和
中
で
の
生
活
よ

り
も
っ
と
楽
し
い
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

平和中　和智圭史さん（2年）

平
和
中
が
閉
校
と
な
り
、
本
当
な
ら
あ
と
二

年
間
平
和
中
で
過
ご
す
は
ず
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
寂
し
い
で
す
。
ま
た
平
和
中
は
人
数
が
少

な
く
、
巌
中
と
統
合
し
て
か
ら
と
て
も
不
安
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
過
ご
す
仲
間
な
の
で

積
極
的
に
声
を
か
け
て
仲
よ
く
し
て
い
き
た
い

で
す
。

平
和
中
は
閉
校
と
い
う
形
で
な
く
な
っ
て
し

ま
い
寂
し
い
で
す
が
、
僕
は
、
平
和
中
で
過
ご

せ
た
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
新
し
い
学
校
を
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
中
学
校
58
年
の
歴

史
を
振
り
返
る
、
生
徒

に
よ
る
寸
劇
の
様
子
。

平
和
中
校
舎
建
設
時
の

話
し
や
、
校
名
の
由
来

な
ど
を
寸
劇
で
紹
介
し

ま
し
た
。

▲保護者等が在校生に対して合唱でメッ
セージを送りました。

平 和 中
閉校記念式典

▲在校生による合唱。この後最後の校歌
は、会場全員で斉唱しました。

新たな歴史と伝統を新中学校で… 

閉校は、新たな飛躍の第一歩 閉校は、新たな飛躍の第一歩 閉校は、新たな飛躍の第一歩 



地　区

大　目
甲　東
巌
大　鶴
島　田
上野原
棡　原
西　原
秋　山
計

広報うえのはら　No.50  4

任
期
満
了
に
伴
う
上
野
原
市
長
選
挙
が
2

月
22
日
執
行
さ
れ
、
第
二
代
上
野
原
市
長
に

江
口
英
雄
さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。
翌
23
日

に
は
、
佐
々
木
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
江
口

新
市
長
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

江
口
新
市
長
は
、
3
月
19
日
に
奈
良
市
長

か
ら
引
継
ぎ
を
受
け
、
平
成
21
年
3
月
20
日
、

4
年
間
の
上
野
原
市
の
舵
取
り
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。

上
野
原
市
長
選
挙
投
票
結
果

2
月
22
日
に
執
行
さ
れ
た
上
野
原
市
長
選

挙
の
投
票
者
数
は
、
男
性
9
1
1
1
人
、
女

性
9
4
9
9
人
、
合
計
1
万
8
6
1
0
人
で
、

前
回
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
投
票
率
68
・
42
％

を
14
・
63
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
83
・
05
％
の
投

票
率
で
し
た
。

計
944
972
4,917
964
2,009
9,017
1,151
713
1,721
22,408

女
496
488
2,493
488
1,042
4,557
560
346
853

11,323

男
393
441
1,810
417
788
3,635
527
313
787
9,111

女
409
445
1,912
431
872
3,871
498
290
771
9,499

計
802
886
3,722
848
1,660
7,506
1,025
603
1,558
18,610

男
87.72
91.12
74.67
87.61
81.49
81.50
89.17
85.29
90.67
82.19

女
82.46
91.19
76.69
88.32
83.69
84.95
88.93
83.82
90.39
83.89

計
84.96
91.15
75.70
87.97
82.63
83.24
89.05
84.57
90.53
83.05

投票当日の
有権者数（人）

投票者数（人） 投票率（％）

■上野原市長選挙地区別投票者数
※
各
地
区
の
投
票
者
数
・
投
票
率
は
、
期
日
前
投

票
を
含
め
た
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲当選証書付与式の様子

第第
二
代
上
野
原
市
長
に

代
上
野
原
市
長
に

江
口
英
雄
さ
ん
が
当
選

第
二
代
上
野
原
市
長
に

第
二
代
上
野
原
市
長
に

江
口
英
雄
さ
ん
が
当
選

江
口
英
雄
さ
ん
が
当
選

江
口
英
雄
さ
ん
が
当
選3月23日　職員に迎えられる江口新市長

男
448
484
2,424
476
967
4,460
591
367
868

11,085
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第3回上野原市男女共同参画フォーラム

3月8日、もみじホール会議室で、男女共同参画フォ
ーラムが開催されました。山闢範夫総務部長が「性別に
関係なく、よりよい社会を作るために家庭・地域・職場
でスマイルプランの実現が必要」という内容の市長挨拶
を代読しました。さらに山闢部長は、子どもをお互いに
預けあう「ファミリー・サポート・センター」が発足す
ることを紹介しました。
講師の後藤芙美子さんは、「女性としての生き方を考
える」と題してお話をされました。
後藤芙美子さんは、YBSの『ともちゃん家の5時』に
8年間、おばあちゃん役として出演されてきました。生
番組で、戸惑いながら
も「いやとは言えない」
雰囲気で役をこなした
経験から、自分自身で
も何でもできるんだと
いう実感をもったと話
されました。後藤さん

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.32

は、結婚後、家業を夫とともに担いながら、子育てをし
てきました。子育てを終えた現在、何か楽しいことはな
いかと、以前から考えていた「カルチャー喫茶」を始め、
地域の文化を豊かにすることに力を入れています。併設
したギャラリーに自分や夫の作品を展示し、誰でもやっ
てみようと思ってくれれば地域も発展すると述べられま
した。
後藤さんは、昔の家庭は子育てを地域全体でしてきた
し、子どもも小さい時から社会を見ながら育っていった
と話され、現在子育てが孤立していることを憂えていま
した。それが子どもに対して過干渉になり、子どもにも
親にもプレッシャーを与えていると、今一度家族の絆に
ついて考える必要性を訴えていました。実生活に即応し
た生き方をしていけば、そんなに悩まなくても子どもは
立派に育っていくと語っていました。
参加者からは「我が家の祖母の語る話と重なることが
多々ありました。家族は大切ですし、愛情をもって接す
ることの大切さを再認識することができました。」、「今
までの子育ては干渉しすぎていたので、これからはあま
り干渉せずに、子どもを見守りたいと思いました。私も
『夢』を持ちたいと思いました。」という感想が寄せられ
ました。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62ｰ3117）

行
政
放
送

上
野
原
市
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
行
政
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
放
送
内
容

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
各
種

イ
ベ
ン
ト（
駅
伝
や
成
人
式
、
講
演
会
な

ど
）、
議
会
中
継
放
送
、
サ
ー
ク
ル
の
活

動
報
告
の
紹
介
な
ど

行
政
放
送
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
耳
寄
り
な
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス

Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
ご
自
分
の
趣
味

の
範
囲
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
。
プ
レ
ミ

ア
ム
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
視

聴
者
の
ニ
ー
ズ
に
お
答
え
で
き
ま
す
。

鮮
明
な
画
面
（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

市
内
に
は
、
ア
ナ
ロ
グ
波
を
よ
く
受
信
で

き
な
い
た
め
、
画
像
に
ち
ら
つ
き
が
あ
っ
た

り
、
荒
天
の
際
に
は
受
信
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

上
野
原
市
で
は
80
％
以
上
の
方
々
が
共
同

で
テ
レ
ビ
組
合
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｕ
Ｂ

Ｃ
へ
加
入
す
る
こ
と
で
、
ア
ン
テ
ナ
の
維
持

管
理
や
受
信
電
波
な
ど
の
問
題
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
、
鮮
明
な
画
面
で
番
組
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
東
京（
12
ｃ
ｈ
）の

再
送
信
同
意
を
取
得
し
ま
し
た

Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
は
、
テ
レ
ビ
東
京
の
地
上
ア
ナ

ロ
グ
・
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
再
送
信
同
意
を
取

得
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
期
や
チ
ャ

ン
ネ
ル
設
定
等
に
つ
い
て
は
U
B
C
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

特
例
措
置
申
込
者
の
方
へ

特
例
措
置
申
込
者
の
方
で
、
第
1
・
2
期

工
事
対
象
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
4
月
15

日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
情
報
推
進
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
8
）、
上
野
原
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
蕁
62
―

5
5
0
0
）

活
か
そ
う
！
光
の
ま
ち
づ
く
り
！
（

活
か
そ
う
！
光
の
ま
ち
づ
く
り
！
（
volvol
・
2
） 
活
か
そ
う
！
光
の
ま
ち
づ
く
り
！
（
vol
・
3
） 

今
回
は
上
野
原
市
が
提
供
す
る
行
政
放
送

と
、
上
野
原
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）の
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



第
4
期
介
護
保
険
料
の

設
定
ま
で
の
流
れ

※
第
1
号
被
保
険
者
と
は
、
65
歳

以
上
の
方
を
言
い
ま
す

Ⅰ
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
介
護

保
険
事
業
総
費
用
額
の
算
出

・
総
人
口
や
第
1
号
被
保
険
者
の

人
口
、
要
介
護
等
認
定
者
数
等

を
推
計
し
、
そ
の
人
数
に
サ
ー

ビ
ス
ご
と
の
要
介
護
度
等
の
利

用
単
価
を
掛
け
合
わ
せ
算
出
し

ま
す
。

Ⅱ
第
1
号
被
保
険
者
の
3
年
間
の

負
担
総
額
の
算
出

・
介
護
保
険
事
業
の
総
費
用
額
に

対
す
る
財
源
内
訳
を
計
算
し
、

第
1
号
被
保
険
者
の
3
年
間
の

負
担
総
額
を
算
出
し
ま
す
。

Ⅲ
所
得
段
階
区
分
や
基
準
額
に
対

す
る
調
整
率
を
設
定

・
推
計
人
口
か
ら
所
得
段
階
区
分

や
基
準
額
に
対
す
る
調
整
率
を

設
定
し
、
介
護
保
険
料
が
算
定

さ
れ
ま
す
。
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こ
れ
ら
の
内
容
を
第
3
期（
平

成
18
年
度
〜
20
年
度
）の
実
績
、

第
4
期（
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
）

推
計
の
資
料
を
基
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

①
人
口
・
第
1
号
被
保
険
者
人
口

等
の
推
計

介
護
保
険
料
を
試
算
す
る
た
め

に
は
、
総
人
口
や
高
齢
者
人
口
等

を
推
計
し
、
そ
こ
か
ら
平
成
18
・

19
年
度
の
実
績
を
基
に
、
要
介
護

等
認
定
者
数
を
推
計
し
ま
す
。

総
人
口
は
少
子
化
等
の
影
響
に

よ
り
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、
高

齢
者
数
は
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

要
介
護
等
認
定
者
数
に
つ
い
て

も
、
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ん
で

い
ま
す（
下
表
①
）。

②
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
計

（
一
か
月
あ
た
り
）

要
介
護
等
認
定
者
数
の
推
計
値

か
ら
、
平
成
18
・
19
年
度
の
実
績

を
も
と
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数

を
推
計
し
ま
す（
下
表
②
）。

当
市
で
は
、
要
介
護
等
認
定
者

に
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
割

合（
利
用
者
率
）は
、
75
〜
76
％
台

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
要
介
護
等
認
定
者
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、

平
成
22
年
度
か
ら
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、「
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
」
と
「
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設（
29
人
以
下

の
小
規
模
特
養
）」
の
開
所
を
計

画
し
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
数
は
更
に
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

③
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
総
給
付
費

利
用
者
等
の
推
計
数
に
、
各
サ

ー
ビ
ス
・
要
介
護
度
等
ご
と
の
利

用
単
価
を
掛
け
合
わ
せ
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
総
給
付
費
を
算
出

し
ま
す（
下
表
③
）。

④
地
域
支
援
事
業
費

地
域
支
援
事
業
は
、
要
支
援
・

要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、
要
介
護
等
状
態

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
事

業
で
す
。

主
な
事
業
に
は
「
元
気
い
き
い

き
教
室
」「
配
食
サ
ー
ビ
ス（
食
の

自
立
支
援
）」「
家
族
介
護
慰
労
事

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
3
年
に
一
度
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度

ま
で
の
第
4
期
介
護
保
険
料
が
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

項 目
総 人 口
第1号被保険者人口
要介護等認定者
サービス利用者数
介 護 給 付 費
介護予防給付費
総 給 付 費
地域支援事業費
特定入所者介護サ
ービス費等給付費
高額介護サービス
費 等 給 付 費
審査支払い手数料
その他給付費合計

平成19年度
27,856人
6,862人
1,113人
838人

1,277,740,013円
33,147,125円

1,310,887,138円
21,710,772円

67,656,530円

18,251,997円

2,215,305円
88,123,832円

平成20年度
27,541人
6,959人
1,143人
861人

1,349,216,978円
41,268,097円

1,390,485,075円
25,144,000円

72,652,000円

20,389,000円

2,326,000円
95,367,000円

平成21年度
27,219人
7,043人
1,177人
889人

1,410,518,351円
43,553,145円

1,454,071,496円
37,511,626円

66,733,061円

20,761,994円

2,479,785円
89,974,840円

平成22年度
26,884人
7,047人
1,208人
923人

1,519,663,305円
61,532,559円

1,581,195,864円
40,791,078円

73,393,520円

21,800,096円

2,628,555円
97,822,171円

平成23年度
26,542人
6,980人
1,226人
935人

1,541,431,144円
62,208,470円

1,603,639,614円
49,580,612円

74,664,415円

22,890,099円

2,786,255円
100,340,769円

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

■介護保険料に関する資料　
平成18年度
28,343人
6,737人
1,107人
818人

1,234,635,458円
17,976,737円

1,252,612,195円
18,908,002円

61,042,430円

17,310,244円

2,145,480円
80,498,154円

※①平成18～20年度については、各年度の10月1日現在の人数。
②平成18・19年度は、年間受給者実績を1/12して算出。平成20年度は、Ｈ21.2月現在の推計値。
③～⑧平成18・19年度は実績値。平成20年度は、Ｈ21.2月現在の推計値。
平成21年度～23年度は推計値。
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介
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介
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22,300円

22,300円

33,600円

44,700円

42,500円

55,900円

67,100円

78,300円

第 1段階

第 2段階

第 3段階

第 4段階

第 5段階

第 6段階

第 7段階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市町村
民税非課税の方
・世帯全員が市町村民税非課税の方で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円以下の方
・世帯全員が市町村民税非課税の方で、第2
段階に該当しない方
・世帯の誰かに市町村民税が課税されている
が、本人は市町村民税非課税の方
第4段階該当者で、（本人の公的年金等収入
金額＋合計所得金額）≦80万円/年の方
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が200万円未満の方
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が200万円から300万円未満の方
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が300万円以上の方

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

等
の
財
源
内
訳

介
護
保
険
は
事
業
費
の
20
％

を
、
第
1
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
で
賄
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
介

護
保
険
事
業
の
総
費
用
額
推
計
額

か
ら
、
事
業
ご
と
の
財
源
内
訳
を

当
て
は
め
、
第
1
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
の
負
担
割
合
を
計
算

し
ま
す
。

所
得
段
階
別
の
介
護
保
険
料

以
上
に
よ
り
推
計
し
た
、
第
1

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
総

負
担
額
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

得
段
階
に
よ
る
、
構
成
人
数
お
よ

び
調
整
率
を
設
定
し
、
3
年
間
の

所
得
段
階
ご
と
の
介
護
保
険
料
が

算
定
さ
れ
ま
す（
下
表
参
照
）。

■
主
な
変
更
点

《
保
険
料
段
階
が
第
7
段
階
へ
》

従
来
の
介
護
保
険
料
段
階
が
第

6
段
階
か
ら
第
7
段
階
へ
変
更

し
、
合
計
所
得
金
額
が
300
万
円
を

超
え
る
方
の
保
険
料
を
新
た
に
設

定
し
ま
し
た
。

《
第
4
段
階
の
細
分
化
》

基
準
額
で
あ
る
第
4
段
階
に
該

当
す
る
方
で
、
本
人
の
所
得
が
基

準
額
以
下
の
場
合
に
保
険
料
を
減

所 得 段 階

7 広報うえのはら　平成21年4月号　　　　　

業
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
に
つ
い
て
も
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す（
右
頁
下
表
④
）。

⑤
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

等
給
付
費

低
所
得
者
の
要
介
護
等
認
定
者

が
、
介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
等

を
受
け
た
と
き
、
食
費
・
居
住
費

に
つ
い
て
、
所
得
区
分
ご
と
の
負

担
限
度
額
を
超
え
る
額
に
つ
い
て

減
免
を
行
う
も
の
で
、
そ
の
減
免

分
の
費
用
を
こ
の
給
付
費
で
賄
い

ま
す（
右
頁
下
表
⑤
）。

⑥
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
給
付

費介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

時
の
利
用
者
負
担
分（
1
割
負
担

分
）の
合
計
額
が
、
所
得
区
分
に

応
じ
た
負
担
限
度
額
を
超
え
た
と

き
は
、
そ
の
超
え
た
額
を
支
給
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
、
そ
の
費
用
が
含

ま
れ
ま
す（
右
頁
下
表
⑥
）。

⑦
審
査
支
払
い
手
数
料

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
が
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
9
割

分
を
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

に
請
求
す
る
際
、
そ
の
内
容
等
の

精
査
・
審
査
を
行
う
た
め
の
手
数

料
で
す（
右
頁
下
表
⑦
）。

額
し
ま
す
。

《
介
護
報
酬（
介
護
サ
ー
ビ
ス
単

価
）改
定
に
よ
る
介
護
従
事
者

の
処
遇
改
善
》

今
回
、
国
に
よ
る
経
済
対
策
の

一
つ
と
し
て
「
介
護
報
酬（
介
護

サ
ー
ビ
ス
単
価
）改
定
に
よ
る
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
」
が
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
介
護
報
酬
の
増
加
改
定
」
を
行

う
一
方
で
、
こ
の
改
定
に
伴
う
保

険
料
上
昇
分
に
つ
い
て
は
、「
第

１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
」
と
す
る
内
容

の
も
の
で
す
。
こ
の
対
策
に
係
る

財
政
措
置
と
し
て
「
介
護
従
事
者

処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
」
が

国
よ
り
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
交
付
金
は
、
介
護
報
酬
改

定
に
伴
う
第
1
号
被
保
険
者
保
険

料
の
上
昇
分
に
対
し
、
原
則
、
平

成
21
年
度
に
つ
い
て
は
そ
の
全
額

が
、
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
そ

の
半
額
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
交
付
金
を
受
け
る
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の

3
年
間
の
介
護
保
険
料
は
、
年
度

ご
と
に
異
な
る
設
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×1.0

基準額×0.95

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×1.75

22,600円

22,600円

34,000円

45,300円

43,100円

56,700円

68,000円

79,300円

22,900円

22,900円

34,500円

45,900円

43,700円

57,400円

68,900円

80,400円

調 整 率 平成21年度 平成22年度 平成23年度

■平成21年度～平成23年度　介護保険段階別保険料一覧（年額） 新しく設定された保険料段階
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■
狂
犬
病
の
予
防
注
射

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
毎
年
6
月
30
日

ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
の

飼
い
主
は
、
法
律
に
基
づ
き
登
録
と
注
射

を
受
け
た
犬
に
、
鑑
札
と
注
射
済
票
を
付
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
21
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
育
し
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
で
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
集
合
注
射
は
年
1

回
の
た
め
、
集
合
注
射
期
間
以
後
90
日
に
な

る
犬
、
お
産
そ
の
他
の
事
情
で
注
射
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、
随
時
、
獣
医
師
の
と

こ
ろ
で
直
接
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
注
射
料
金

注
射
料
金
は
3
4
0
0
円
で
す
。
釣
銭
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
で
犬

の
登
録
を
し
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、
注

射
料
金
に
登
録
料
3
0
0
0
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
動
物
病
院
で
の
注
射
料
金
と
集
合
注
射
で

の
料
金
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
集
合
注
射
時
の
注
意
事
項

予
防
注
射
時
の
事
故
防
止
の
た
め
、「
食

欲
の
な
い
犬
」「
妊
娠
末
期
の
犬
」「
病
気
中

の
犬
」
の
場
合
は
、
集
合
注
射
時
に
担
当
獣

医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
各
会
場
と
も
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
犬
は
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
つ
な
い
で
、

注
射
の
際
、
犬
を
し
っ
か
り
お
さ
え
ら
れ
る

方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

は
が
き
に
よ
る
通
知
が
届
い
て
い
る
方

は
、
当
日
受
付
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
考

犬
の
鑑
札
再
交
付
手
数
料
は
1
6
0
0

円
、
注
射
済
票
再
交
付
手
数
料
は
3
4
0
円

が
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
4
）

4月7日（火） ■棡原・西原地区4月8日（水） ■秋山地区

会　　場（敬称略）

旧尾続分校前
用竹　石井和夫宅前
初戸　橋本材木店前
腰掛集会所前
飯尾区民会館前
原地区集会所前
市役所西原出張所駐車場
田和　橋本土建前
旧六藤分校前
藤尾　蔵春院前
日寄橋横
消防署棡原出張所前
大垣外　網野治行宅前
旧日原バス停前
旧棡原支所入口

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時15分
午前 9時20分～ 9時30分
午前 9時35分～ 9時45分
午前 9時50分～10時00分
午前10時05分～10時25分
午前10時30分～10時45分
午前10時50分～11時05分
午前11時10分～11時20分
午前11時25分～11時40分
午後 1時00分～ 1時15分
午後 1時20分～ 1時25分
午後 1時30分～ 1時45分
午後 1時50分～ 2時05分
午後 2時10分～ 2時25分
午後 2時30分～ 2時45分
午後 2時50分～ 3時10分
午後 3時20分～ 3時30分
午後 3時40分～ 3時50分
午後 4時00分～ 4時10分

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時10分
午前 9時20分～ 9時30分
午前 9時50分～10時00分
午前10時10分～10時20分
午前10時40分～10時50分
午前11時00分～11時10分
午前11時20分～11時30分
午前11時40分～11時50分
午後 1時00分～ 1時10分
午後 1時20分～ 1時30分
午後 1時40分～ 1時50分
午後 2時00分～ 2時10分
午後 2時20分～ 2時30分
午後 2時50分～ 3時00分
午後 3時10分～ 3時20分

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

を
お
忘
れ
な
く

狂
犬
病
の
予
防
注
射

狂
犬
病
の
予
防
注
射 
狂
犬
病
の
予
防
注
射

 

会　　場（敬称略）

無生野停留所
浜沢停留所
原停留所
尾崎停留所
寺下停留所
板崎停留所
アズマ商事下
大地停留所
秋山中央給油所横
秋山支所
秋山中学校西側
神野停留所
小和田停留所
古福志停留所
大黒屋東
三好屋商店横
安寺沢　佐藤昭治宅前
一古沢停留所
金山　有賀信祐宅前



■ 集 合 注 射 料 金 等
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◎
狂
犬
病
と
は

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
原

因
と
す
る
動
物
由
来
感
染
症
で
す
。

狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
犬
、

猫
お
よ
び
コ
ウ
モ
リ
を
含
む
野
生
動
物

（
哺
乳
類
）に
咬
ま
れ
る
等
に
よ
り
、
感

染
し
ま
す
。

発
症
す
る
と
ほ
ぼ
100
％
死
亡
し
ま
す

が
、
狂
犬
病
の
犬
に
咬
ま
れ
た
後
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
発
病
を
予
防
で
き

ま
す（
感
染
予
防
可
能
）。

注 射 料

注 射 済 票

合 計

新規登録をする方
は新規登録料

550円

2,850円

3,400円

3,000円

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時20分
午前 9時25分～ 9時45分
午前 9時50分～10時10分
午前10時20分～10時50分
午前11時00分～11時20分
午前11時30分～11時50分
午後 1時10分～ 1時15分
午後 1時30分～ 1時50分
午後 2時10分～ 2時15分
午後 2時30分～ 2時40分
午後 2時50分～ 2時55分
午後 3時00分～ 3時05分
午後 3時20分～ 3時30分

4月9日（木） ■上野原・大目地区

受 付 時 間

午前 9時10分～ 9時20分
午前 9時40分～ 9時50分
午前10時00分～10時10分
午前10時30分～10時40分
午前11時00分～11時10分
午前11時20分～11時30分
午後 1時20分～ 1時40分
午後 1時50分～ 2時00分
午後 2時10分～ 2時20分
午後 2時30分～ 2時40分
午後 3時00分～ 4時00分

4月15日（水） ■大鶴・上野原・巌地区

会　　場（敬称略）

鶴川　志村雅士宅前
大倉　山王神社前
大曽根消防庫向かい側
大椚集会所
日野　市川正末宅横
上野山　志村喜好宅前
江戸銀前駐車場
山風呂　長田一雄宅入口
八米公民館前
新田倉　梶原工務店前
コモアしおつ石の公園前

4月10日（金） ■棡原・上野原・甲東地区

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時10分
午前 9時20分～ 9時30分
午前 9時40分～ 9時50分
午前10時00分～10時10分
午前10時20分～10時30分
午前10時40分～10時50分
午前11時10分～11時40分
午後 1時10分～ 1時20分
午後 1時40分～ 1時50分
午後 2時10分～ 2時20分
午後 2時30分～ 2時40分
午後 2時50分～ 3時00分
午後 3時10分～ 3時15分
午後 3時30分～ 3時35分
午後 3時50分～ 4時00分

会　　場（敬称略）

牛倉神社（新一）
牛倉神社（新二）
牛倉神社（新三）
渡辺パチンコ店前
原自治会館前
市役所（東側）
日向　中村主税宅前
市役所大目出張所前
第5部消防庫前
日留野　米山正利宅前
大田バス停前
大沢　上條恭一宅前
犬目消防庫前

4月16日（木） ■島田・巌地区

会　　場（敬称略）

田野入　大房商店横
鶴島　神明社前
鶴島　河内春雄宅前
駒門　薬師堂前
新田水防会館前
上新田消防庫前
松留つどいの家前
八ツ沢老人センター前
ＪＡクレイン巌支店前
杖突　水越徳宅前
久保　小俣宅前
川合会館前
ＪＲ四方津駅前
コモアしおつ風の公園前

会　　場（敬称略）

椿集会所前
小伏　白鳥太一宅前
黒田　黒田正博宅前
井戸　石井敏正宅前
先祖・丸畑集会所前
奈須部公民館前庭
諏訪神社
野田尻　落合昭宅前
矢坪橋横
棚頭　中村一匡宅前
市役所甲東出張所前
東区消防庫前
瀬渕　市川好子宅前
和見消防庫前
芦垣　守屋利行宅前

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時10分
午前 9時20分～ 9時30分
午前 9時40分～10時00分
午前10時10分～10時15分
午前10時25分～10時40分
午前10時50分～11時00分
午前11時10分～11時20分
午前11時30分～11時40分
午後 1時10分～ 1時25分
午後 1時40分～ 1時45分
午後 1時55分～ 2時05分
午後 2時20分～ 2時30分
午後 2時40分～ 3時00分
午後 3時15分～ 4時00分
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す
の
で
有
料
処
分
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
産
業
廃
棄
物（
汚
泥
・

廃
油
・
が
れ
き
類
・
建
築
廃
材

等
）は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
各
種
補
助
金
制
度

市
で
は
、
ご
み
に
対
す
る
啓
蒙

と
減
量
化
お
よ
び
資
源
化
を
目
的

に
、
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
交
付
要
件
の
確

認
や
提
出
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
生
ご
み
処
理
容
器

設
置
費
補
助
金
》

●
補
助
金
額

設
置
費（
消
費
税

額
を
除
く
）の
2
分
の
1
の
額

で
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
　
5
千
円

・
電
動
生
ご
み
処
理
機
　
2
万
円

《
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
費
補
助
金
》

●
補
助
金
額

設
置
費（
消
費
税

額
を
除
く
）の
2
分
の
1
の
額

（
上
限
2
万
円
）

《
集
団
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金
》

●
補
助
金
額

・
紙
類
　
1
㎏
あ
た
り
3
円

・
ビ
ー
ル
瓶
　
1
本
あ
た
り
3
円

・
雑
ビ
ン（
一
升
瓶
等
）
1
㎏
あ

た
り
5
円

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
　
1
㎏
あ
た
り

50
円

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

資
源
ご
み（
紙
類
）分
別
の

徹
底
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
紙
類
を
段
ボ
ー
ル
・

新
聞
紙
・
雑
誌（
そ
の
他
の
物
）・

紙
パ
ッ
ク
の
4
品
目
に
分
別
し
、

品
目
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い

ま
す
。

先
日
、
引
取
業
者
か
ら
新
聞
紙

の
中
に
雑
誌
や
書
籍
な
ど
が
多
く

混
入
さ
れ
て
い
た
り
、
生
ご
み
が

入
っ
て
い
た
な
ど
の
注
意
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
も
改
善
が
見
ら
れ

な
い
場
合
に
は
、
手
選
別
に
よ
る

中
間
処
理
経
費
の
増
加
や
、
引
き

取
り
拒
否
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
資
源
ご
み（
紙
類
）

を
出
す
際
に
は
、
品
目
ご
と
の
分

別
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
注
意
点

資
源
ご
み
は
地
区
ご

と
に
定
め
ら
れ
た
日
に
、
次
の

点
に
注
意
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い（
雨
天
時
は
濡
れ
な
い
よ
う

な
方
法
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
）。

①
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
コ

ピ
ー
用
紙
等
は
、
別
々
に
束
ね

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
油
紙
・
カ
ー
ボ
ン
紙
・
窓
付
き

封
筒
・
感
熱
紙
・
フ
ィ
ル
ム
等

は
、
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

③
異
物（
燃
え
る
ご
み
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
）は
絶
対
に
混
入
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
事
業
系
・
請
負
業
務
の
ご
み
に

つ
い
て

事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
会

社
・
商
店
・
工
場
等
の
ご
み
は
、

事
業
系
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご
み

に
準
ず
る
紙
く
ず
等
）と
産
業
廃

棄
物
に
な
り
ま
す
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
収
集
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
が
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
場

合
は
有
料（
10
㎏
あ
た
り
60
円
・

粗
大
ご
み
は
10
㎏
あ
た
り
360
円
）

で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
居
の
水
周
り
等
の
改

修
や
植
木
の
せ
ん
定
な
ど
の
請
負

業
務
も
、
事
業
活
動
に
相
当
し
ま

 
上
野
原
市
総
合
福
祉
計
画

平
成
20
年
度
に
お
い
て
、「
上

野
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
４

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
お
よ
び

「
上
野
原
市
第
2
期
障
害
福
祉
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
上
野
原
市
総
合
福
祉
計
画
等
策

定
委
員
会

こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
や
議

会
、
区
長
会
等
12
団
体
の
代
表
者

お
よ
び
、
介
護
者
等
公
募
に
よ
る

住
民
代
表
3
名
か
ら
な
る
「
上
野

原
市
総
合
福
祉
計
画
等
策
定
委
員

会
」
を
開
催
し
、
協
議
・
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会

は
、
1
年
間
に
延
べ
4
回
開
催
し
、

委
員
の
方
々
に
活
発
な
ご
意
見
等

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
高
齢
者
介
護
部
会
》

3
月
19
日（
木
）に
、
策
定
委
員

会
の
「
高
齢
者
介
護
部
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
65
歳
以
上
の

方（
第
1
号
被
保
険
者
）の
平
成
21

年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
介
護
保

険
料
や
、
2
月
に
行
わ
れ
た
「
上

野
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
４

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見

公
募
）に
対
す
る
報
告
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

《
総
合
福
祉
計
画
書
の
配
布
》

策
定
し
た
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
、
そ
の
達
成
に

向
け
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
書
に
つ
き
ま

し
て
は
、
5
月
か
ら
希
望
者
に
も

配
布
し
ま
す
の
で
、
福
祉
課
ま
た

は
長
寿
健
康
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）、
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

▲資源ごみ（紙類）分別の悪い例

▲活発な意見が出された策定委
員会の様子



3～4か月児

9～10か月児
1歳6か月児
3 歳 児
2 歳 児
歯 科 健 診
幼 児
歯 科 検 診

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申し込みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日など、
詳細は各施設へお問い合わせください。

★春期小児まひ（ポリオ）予防接種

◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：45
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、

体温計
※きょうだいで接種する回数が異なるお子さんが
いる場合に限り、同日に接種できます。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。
◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申

込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★生活習慣病予防健診・介護予防健診
◎日　　時 5月29日（金）～31日（日）
◎場　　所 保健センター（29日・30日）

秋山中学校屋内運動場（31日）
◎対 象 者 生活習慣病予防健診は20歳～64歳

介護予防健診は65歳以上
（Ｈ21.4.2～Ｈ22.4.1に上記の年齢になる方）
※詳細や他の健診日程については、回覧や21年度
上野原市保健事業のご案内をご覧ください。

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日 午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★すこやか健康相談（4/1～5/10までの予定）

※血糖値が高く糖尿病が気になる方で健康相談を
希望される場合は、電話等で前日までにご連絡
ください。当日は空腹時の血糖を測定するため、
朝食は食べないようにしてください（湯茶は可）。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 4月20日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★乳幼児健診（4/1～5/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

4月10日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

送迎
一部あり

一部あり

なし実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物 健康手帳（持ってない方には当日交付します）

午前9：45～10：00
市内に住民登録のあ
る方で血糖値が高く
糖尿病が気になる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等
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4    
問い合わせ 
 
 

 

保健担当
電話 62-4134

 

  

該当児
平成20年12月16日～

平成21年1月生
平成20年5月16日～6月生
平成19年9月～10月15日生
平成17年11月16日～12月生
平成19年1月～2月15日生
平成19年2月16日～3月生
平成19年9月～11月生
平成18年1月～3月生

実施日

5月 7日（木）

4月 8日（水）
4月21日（火）
4月23日（木）
4月15日
（水）
4月15日
（水）

午前
午後
午前
午後

実施日
5月12日（火）
5月13日（水）
6月 5日（金）

対　　　　象
1 回 目 を 接 種 す る 人
2 回 目 を 接 種 す る 人
1回目・2回目どちらでも



2
）に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
出
期
間

4
月
30
日（
木
）

必
着

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担

当（
蕁
62
―

3
1
2
3
・
蕭
63
―

4
2
4
8
）

ダ
ム
流
木
・
流
芥
チ
ッ
プ
を

無
料
配
布
し
ま
す

相
模
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
例
年

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
、
ダ
ム

漂
着
物
か
ら
作
成
し
た
2
種
類
の

リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ
を
今
年
も
無

料
で
配
布
し
ま
す
。

流
木
チ
ッ
プ
は
、
そ
の
ま
ま
庭

や
遊
歩
道
に
敷
け
ば
、
雑
草
の
発

生
や
ぬ
か
る
み
防
止
、
自
然
な
雰

囲
気
の
演
出
、
歩
く
と
き
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
色
々
な
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

流
芥
チ
ッ
プ
は
、
小
枝
・
草
・

落
ち
葉
な
ど
か
ら
作
成
し
て
い
る

の
で
、
堆
肥
を
つ
く
る
た
め
の
材

料
と
し
て
園
芸
や
家
庭
菜
園
な
ど

で
利
用
で
き
ま
す
。

●
配
布
期
間
　
4
月
13
日（
月
）

〜
17
日（
金
）
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

神
奈
川
県
企
業

庁
相
模
ダ
ム
管
理
所（
蕁
0
4

2
―

6
8
4
―

3
5
2
1
・
蕭
0

4
2
―

6
8
4
―

3
5
2
6
）

当
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
特

例
）と
し
て
受
給
し
て
い
た
方

が
退
職
さ
れ
た
場
合
な
ど
も

「
受
給
事
由
消
滅
届
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
手

続
き
が
遅
れ
る
と
、
支
給
し
た

手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

《
所
得
制
限
に
よ
り

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
》

平
成
20
年
度
に
児
童
手
当
の
申

請
を
さ
れ
た
方
で
、
所
得
制
限
に

よ
り
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
で
も
平
成
21
年
度
の
所
得
要
件

で
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
5

月
中
に
改
め
て
認
定
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
詳

し
く
は
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

放
置
自
転
車
等
の
返
還
時
に

撤
去
費
用
を
徴
収
し
ま
す

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
上
野
原
駅
・
四
方
津
駅
周
辺
の

上
野
原
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
内

で
撤
去
・
保
管
さ
れ
た
放
置
自
転

車
等
に
つ
い
て
、
返
還
す
る
際
に

撤
去
費
用
と
し
て
次
の
金
額
を
徴

●
問
い
合
わ
せ

市
商
工
会
事
務

局（
蕁
63
―

0
6
3
8
）

下
水
道
の
変
更
に
関
す
る

公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

建
設
課
で
は
上
野
原
都
市
計
画

下
水
道
の
変
更
に
あ
た
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
8
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
2
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

1
《
素
案
の
縦
覧
》

●
期
間

4
月
16
日（
木
）〜
30
日

（
木
）
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

●
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
30
分

●
場
所

下
水
道
課
窓
口

《
公
聴
会
の
公
述
人
受
付
》

公
聴
会
に
お
い
て
素
案
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
た
い
方
は
、
次
に

よ
り
「
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
出
書

意
見
の
要
旨
お
よ
び

そ
の
理
由
並
び
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
を
記
載
し
た

書
面
を
市
長
あ
て
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

上
野
原
市
建
設
経
済

部
建
設
課（
〒
4
0
9
―

0
1
1

2
上
野
原
市
上
野
原
3
8
3

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
自
転
車
　
1
5
0
0
円

●
バ
イ
ク
　
3
0
0
0
円

ご
利
用
の
際
は
、
駐
車
場
の
マ

ナ
ー
を
遵
守
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

生
活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

4
）

上
野
原
市
振
興
券
を

発
行
し
ま
す

市
商
工
会
で
は
、
景
気
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
、
定
額
給
付
金

の
交
付
時
に
合
わ
せ
プ
レ
ミ
ア
ム

地
域
振
興
券
「
上
野
原
市
振
興
券
」

を
発
行
し
ま
す
。

●
販
売
・
実
施
期
間

4
月
10
日

〜
9
月
30
日
ま
で

●
発
行
予
定
枚
数

1
万
セ
ッ
ト

・
額
面
　
500
円

・
販
売
単
位
　
1
セ
ッ
ト
22
枚

・
販
売
金
額
　
1
万
円（
1
万
1

0
0
0
円
分
）

●
販
売
場
所

市
商
工
会
・
市
役

所（
経
済
課
）・
秋
山
支
所
・
そ

の
他
市
内
販
売
店

●
販
売
数
量

一
世
帯
あ
た
り
5

万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
利
用
店
舗

市
商
工
会
会
員
の

本
事
業
賛
同
事
業
所

※
詳
細
は
市
商
工
会
の
折
込
み
チ

ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報うえのはら　No.50  12
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児
童
手
当
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
！

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童（
小

学
校
修
了
前
の
児
童
）を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

■
資
格
取
得
　
出
生
、
転
入
等
に

よ
り
新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ

た
場
合
、
児
童
手
当
等
を
受
給

す
る
に
は
市
役
所
の
窓
口（
公

務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）に

「
認
定
請
求
書
」
や
「
額
改
定

認
定
請
求
書
」
等
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
遅
れ
た
月
分
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
資
格
消
滅
　
他
市
町
村
へ
転
出

さ
れ
る
場
合
や
受
給
者
が
公
務

員
に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
「
受

給
事
由
消
滅
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
特
例
給

付（
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
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当
を
行
う
人
こ
そ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
で
す
。

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
講
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
講

習
を
受
講
し
て
、
応
急
手
当
の
正

し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

み
ん
な
で
救
命
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。
救
命
講
習
は
、
全
国
の
消

防
本
部
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
実
施
し
て
い
る
講
習
で
す
。

講
習
修
了
後
に
は
、
修
了
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
分
の
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、
4

月
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
方
は
、
急
い
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
21
年
度
の
申
請
受
付

平
成
21
年
度
分
の
申
請
は
、
4

月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
早
め

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
今
年
度
中
に
20
歳
に
な
る
学
生

の
方

今
年
度
中
に
20
歳
に
な
り
、
学

生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
誕
生
月
に
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印

鑑
・
学
生
証
・
年
金
手
帳
お
よ

び
前
年
度
に
所
得
が
あ
り
、
離

職
し
て
い
る
方
は
、
離
職
票
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険

事
務
局
大
月
事
務
所（
蕁
22
―

3

8
1
1
）、
市
民
課
国
保
年
金

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

広
げ
よ
う
救
命
の
輪（
応
急

手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ
）

あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
意
識

を
な
く
し
た
人
や
心
肺
停
止
に
陥

っ
た
人
に
出
会
っ
た
場
合
、
一
刻

も
早
く
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
応
急
手

全
額
支
払
済
み
）で
総
額
が
、

3
0
0
0
円
未
満
で
な
い
こ

と
。

※
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
消
防

本
部
・
消
防
総
務
課
予
防
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
消
防

総
務
課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1

1
1
）

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
の
申
請

国
民
年
金
に
加
入
の
学
生
に

は
、
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
対
象
と
な
る
学

校
に
在
籍
し
、
本
人
の
前
年
所
得

が
118
万
円
以
下
の
場
合
に
対
象
に

な
り
ま
す
。

■
平
成
20
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
た
方

平
成
20
年
度
に
学
生
納
付
特
例

申
請
書
を
提
出
し
、
2
月
下
旬

ま
で
に
承
認
さ
れ
た
方
で
、
平

成
21
年
度
以
降
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
方
に
は
、
3
月
末
〜

4
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

申
請
書（
は
が
き
形
式
）が
送
付

さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
学
生
納

付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
20
年
度
分
の
申
請
期
間

消
火
器
の
不
正
取
引
に

ご
注
意
を
！

最
近
、
市
内
に
お
い
て
悪
質
な

消
火
器
の
訪
問
販
売
や
点
検
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
手
口
は
巧
妙
で
あ
り
、
消
火
器

の
販
売
お
よ
び
点
検
を
行
っ
た

後
、
高
額
な
請
求
を
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
女
性
や
、
特
に
お
年
寄

り
を
対
象
に
訪
問
し
て
言
葉
巧
み

に
販
売
し
て
い
き
ま
す
。

●
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
消
防
署
で
は
、
消
火
器
の
販
売

（
斡
旋
を
含
む
）、
点
検
は
一
切

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
法
律
で
は
、
一
般
家
庭
に
消
火

器
の
設
置
義
務
、
点
検
を
す
る

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
あ
や
し
い
と
感
じ
た
ら
は
っ
き

り
断
り
ま
し
ょ
う
。

④
契
約
書
等
の
書
面
に
署
名
、
捺

印
は
し
な
い
。

●
も
し
被
害
に
遭
っ
た
ら
…

《
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
》

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
す
れ
ば
、

代
金
を
支
払
う
必
要
は
な
く
、
ま

た
、
支
払
い
済
の
代
金
な
ど
も
全

額
返
還
し
て
も
ら
え
ま
す（
次
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）。

・
書
面
で
知
ら
さ
れ
た
日
か
ら
8

日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

・
い
わ
ゆ
る
現
金
取
引（
商
品
の

全
部
を
受
取
り
、
か
つ
代
金
を

●
日
時

4
月
18
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

4
月
13
日（
月
）

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防

署（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

区　　　分 日　　　時 場　　所 

児 童 巡 回 相 談  

児 童 家 庭 相 談 室  

ふれあい福祉相談 

定 例 人 権 相 談  

市税収納・納税相談 

行 政 相 談 所  

社 会 保 険 相 談 所  

結 婚 相 談 所  

学校カウンセラー 
教 育 相 談  

9日（要予約　　62ー3115） 

市老人福祉センター 
63-3444 

福祉課子育て支援担当 
62-1199 

もみじホール相談室 

午前  10：30 ～ 午後 3：00 

毎週月・木曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 
10日 
午前 10：00 ～ 　　正　午 
26日 
午前 9：00 ～ 　　正　午 

9日 
午前 9：30 ～ 午後 4：00 

 
 

毎週日曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 

毎週月・火・水・金曜日 
 
 
 
午前 8：30 ～ 午後 4：00 

 
 

 

63-5700 
0120-28-7830 

 

 

 

毎週月曜日～金曜日 
午前 8：30 ～ 午後 5：00 

 

 

 

 

 

もみじホール 
3階和室 

  

市商工会 

織物工業協同組合 
　63-3800 

税務課カウンター 
62-3113 

 

 

  

20日 

4月の相談日 

母 子 家 庭 相 談  毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当 
62-3115 午前 8：30 ～ 午後 5：00 

・ 24日   

 

 

 

 もみじホール 
3階会議室7 

 
 

（祝日除く） 

 

（祝日除く） 

（祝日を除く） 

市役所会議室A 
 
 

午前 10：00 ～ 　　正　午 

ねんきん定期便相談会 市役所会議室A 
 
 

21日 
午前 9：00 ～ 午後 4：00 



〜
、
⑥
・
⑧
午
後
5
時
〜
、
そ

れ
以
外
は
午
前
11
時
20
分
〜

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名

●
場
所

帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

総
務
課（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
、
松
の
緑
摘
み
の
基
本
を
学
ぶ
、

「
松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
29
日（
金
）午
前
9

時
〜
午
後
4
時（
雨
天
の
場
合

は
6
月
1
日
に
延
期
）

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
講
師

（
株
）雲
松
園
小
林
豊
蔵

氏（
現
代
の
名
工
）

●
講
習
会
場

山
梨
県
中
小
企
業

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー（
甲
府
市

大
津
町
2
1
3
0
―

2
）

●
定
員

40
名

●
申
込
締
切

5
月
19
日（
火
）

●
申
込
方
法

参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
職
業
能
力
開
発
協
会（
蕁
0

5
5
―

2
4
3
―

4
9
1
6
・
蕭

0
5
5
―

2
4
3
―

4
9
1
9
）

務
局
に
提
出（
秋
山
支
所
、
各

出
張
所
に
提
出
も
可
能
）。

●
申
込
用
紙
配
付
先

教
育
委
員

会
教
育
学
習
課
窓
口
、
秋
山
支

所
お
よ
び
各
出
張
所

●
入
会
手
続

市
文
化
協
会
よ
り

入
会
希
望
の
個
人
・
団
体
に
ご

案
内
し
ま
す
。

●
年
会
費

1
人
1
0
0
0
円

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
こ
ど
も

学
科
の
授
業
「
こ
ど
も
ト
ピ
ッ
ク

ス
」、
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
授
業
「
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
公
開
講
座
と

し
て
開
放
し
ま
す
。
お
好
き
な
回

を
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の

で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携

講
座
で
す
。

《
こ
ど
も
ト
ピ
ッ
ク
ス
》

①
4
月
13
日（
月
）「
子
ど
も
ら
し

く
生
き
る
こ
と
と
作
業
療
法
」

（
帝
京
科
学
大
学
医
療
科
学
部

作
業
療
法
学
科
近
藤
知
子
教

授
）

②
4
月
20
日（
月
）「
子
育
て
支
援

Ⅰ
」（
白
梅
学
園
大
学
子
ど
も
学
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秋
山
舞
踊
会

○
コ
ー
ラ
ス
部

上
野
原
コ
ー
ラ

ス
り
ん
ど
う
、
秋
山
コ
ー
ラ
ス

さ
わ
ら
び

○
茶
道
部

裏
千
家
同
好
会
、
表

千
家
同
好
会

○
将
棋
部

日
本
将
棋
連
盟
上
野

原
支
部

○
書
道
部

上
野
原
書
道
会

○
吹
奏
楽
部

上
野
原
吹
奏
楽
団

○
箏
曲
部

山
口
社
中

○
第
２
芸
能
部

優
巳
会（
舞
踊
）

○
美
術
部

絵
画
上
彩
会
、
コ
ラ

ッ
ト
の
会
、
上
野
原
写
真
ク
ラ

ブ
、
秋
山
写
真
ク
ラ
ブ
、
水
墨

画
研
究
会
、
草
木
染
め（
彩
の

会
）サ
ー
ク
ル
、
Ｊ
Ａ
ク
レ
イ

ン
編
み
物
教
室
、
水
墨
画
墨
心

会
○
文
芸
部

高
嶺
俳
句
会

○
第
2
文
芸
部

甲
斐
路
吟
社
、

上
野
原
短
歌
会
、
秋
山
俳
句
会

○
囲
碁
部

囲
碁
部
、
日
本
棋
院

上
野
原
支
部

○
大
正
琴
部
会

秋
山
鈴
の
音
会

○
カ
ラ
オ
ケ
部
会

富
岡
カ
ラ
オ

ケ
会
、
童
謡
を
歌
う
会

○
郷
土
史
部
会

郷
土
史
部
会

●
申
込
期
限

4
月
24
日（
金
）

※
こ
れ
以
後
で
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

●
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
、
教
育
学
習
課
社
会

教
育
担
当
内
の
市
文
化
協
会
事

文
化
協
会
に

入
会
し
ま
せ
ん
か

市
文
化
協
会
は
、
市
民
の
文
化

活
動
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
37
団
体
が
活
動
し
て
い

ま
す
の
で
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
規
団
体
の
加
入
も

歓
迎
し
ま
す
。

《
活
動
中
の
団
体
》（
順
不
同
）

○
華
道
部

上
野
原
華
道
部

○
芸
能
部

石
井
流
美
菜
穂
会
、

石
井
流
美
寿
々
会
、
石
井
流
美

友
流
、
東
山
流
・
藤
間
流
桂
流

会
、
芳
柳
流
千
代
の
会
、
甲
斐

の
国
上
野
原
清
流
太
鼓
、
お
囃

子
愛
好
会
、
演
歌
愛
好
若
々
会
、

部
子
ど
も
学
科
汐
見
稔
幸
学

長
）

③
4
月
27
日（
月
）「
子
育
て
支
援

Ⅱ
」（
白
梅
学
園
大
学
子
ど
も
学

部
子
ど
も
学
科
汐
見
稔
幸
学

長
）

④
5
月
11
日（
月
）「
中
国
の
子
ど

も
た
ち
」（
帝
京
科
学
大
学
こ

ど
も
学
部
こ
ど
も
学
科
非
常
勤

講
師
呂
暁
　
さ
ん
）

⑤
5
月
18
日（
月
）「
子
ど
も
が
主

人
公
」（
り
ん
ご
の
木
保
育
施

設
柴
田
愛
子
園
長
）

《
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
》

⑥
4
月
23
日（
木
）「
人
の
道
を
拓

く
馬
」（
小
須
田
牧
場
オ
ー
ナ

ー
・
北
杜
市
議
会
議
員
小
須
田

稔
さ
ん
）

⑦
4
月
28
日（
火
）「
動
物
ラ
イ
タ

ー
の
話
」（
加
藤
由
子
さ
ん
）

⑧
5
月
7
日（
木
）「
自
然
体
験
活

動
と
し
て
の
イ
ル
カ
介
在
活

動
」（
帝
塚
山
大
学
心
理
福
祉
学

部
心
理
学
科
宮
川
治
樹
准
教

授
）

⑨
5
月
12
日（
火
）「
人
と
動
物
の

関
係
」（
東
京
大
学
農
学
部
林
良

博
教
授
）

濳
5
月
19
日（
火
）「
障
害
者
乗
馬

〜
世
界
と
日
本
〜
」（
Ｒ
Ｄ
Ａ

宇
都
宮
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
井
原
昌
代
さ
ん
）

●
開
始
時
間

①
午
前
11
時
50
分

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
親
子

が
遊
べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場

所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

4
月
8
日（
水
）・
22
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当（
蕁
62
―

3

1
1
5
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム 

の
お
知
ら

の
お
知
ら
せ
（
4
月
）
月
） 

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム 

の
お
知
ら
せ
（
4
月
） 



野
原
市
棡
原
4
1
3
4
）

●
問
い
合
わ
せ

軍
刀
利
神
社

（
蕁
67
―

2
9
1
6
）ま
た
は
経

済
課
産
業
振
興
担
当（
蕁
62
―

3

1
1
9
）

上
野
原
里
山
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

上
野
原
里
山
ク
ラ
ブ
で
は
、
現

在
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
会
の
お
申
込
み
等
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
主
な
活
動
内
容

①
市
内
周
辺
の
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ

②
里
山
を
訪
れ
る
多
く
の
登
山
客

の
た
め
の
、
快
適
な
登
山
道
づ

く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
野

原
里
山
ク
ラ
ブ
代
表
木
村（
蕁

63
―

1
0
4
0
）

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
参
加
者
募
集

市
ゴ
ル
フ
連
盟
で
は
、
次
の
要

領
で
、
第
15
回
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
28
日（
木
）

●
場
所

サ
ン
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
費

3
5
0
0
円

●
プ
レ
イ
代

キ
ャ
デ
ィ
付
1
万

3
4
0
0
円
、
キ
ャ
デ
ィ
無
1
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向
上
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る

国
家
公
務
員（
厚
生
労
働
省
の
専

門
職
員
）で
す
。

労
働
基
準
監
督
官
は
、
毎
年
、

人
事
院
・
厚
生
労
働
省
が
実
施
す

る
採
用
試
験
の
合
格
者
が
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年（
平
成
21
年
）は
、
4
月
1

日（
水
）か
ら
14
日（
火
）ま
で
受
験

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
山
梨
労
働
局
労
働
基
準

部
監
督
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局
労

働
基
準
部
監
督
課（
蕁
0
5
5
―

2
2
5
―

2
8
5
3
）

パ
ソ
コ
ン
講
座
・
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
や
寡
婦
の
方
を
対

象
に
、
次
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

《
パ
ソ
コ
ン
講
座
》

■
日
程

・
第
1
回（
基
礎
編
）5
月
16
日

（
土
）・
17
日（
日
）

・
第
2
回（
応
用
編
）5
月
23
日

（
土
）・
24
日（
日
）

■
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー（
3
階
会
議
室
）

■
定
員

各
10
名

■
受
講
料

無
料

■
申
込
締
切

4
月
30
日（
木
）

《
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座
》

■
日
程

6
月
〜
10
月
の
原
則
と

し
て
毎
週
土
曜
日

■
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
15
分
　

■
場
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー（
3
階
会
議
室
）

■
内
容

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級

課
程

■
定
員

30
名

■
受
講
料

7
0
0
0
円

■
申
込
締
切

5
月
7
日（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー（（
財
）山
梨
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）（
蕁
0
5

5
―

2
5
2
―

7
0
1
4
）

軍
刀
利
神
社
例
大
祭

開
催
の
お
知
ら
せ

軍
刀
利
神
社
の
例
大
祭
が
4
月

19
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

日
曜
日
と
重
な
る
た
め
、
大
変
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

●
日
時

4
月
19
日（
日
）午
前
11

時
〜（
式
典
）

●
場
所

軍
刀
利
神
社
境
内（
上

万
1
8
2
5
円（
そ
れ
ぞ
れ
食

事
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
・
消
費

税
込
み
）、
そ
の
他
自
己
負
担
。

●
定
員

160
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）。

●
申
込
資
格

市
内
に
住
所
の
あ

る
方

●
申
込
方
法

参
加
申
込
書（
一

人
で
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
、

左
記
の
各
地
区
役
員
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
各
地
区
役
員
宅

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
地
区
役
員（
敬
称
略
）

・
大
目
地
区

水
野
忠
義

・
甲
東
地
区

志
村
義
夫

・
巌
地
区

木
村
信
男
、
小
林
輝

男
、
土
屋
勝
躬

・
大
鶴
地
区

市
川
正
末

・
島
田
地
区

小
鷹
正
利

・
上
野
原
地
区

野
路
正
文
、
原

島
清
志
、
福
田
建
、
富
田
裕
久
、

鷹
取
偉
一

・
棡
原
地
区

長
田
章

・
西
原
地
区

奈
良
長
光

・
秋
山
地
区

佐
藤
春
樹
、
関
戸

正
文
、
小
笠
原
嘉
秀

●
申
込
期
間

5
月
15
日（
金
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ

市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
事
務
局

奈
良
寿
弘（
自
宅
・
夜
間
の
み

蕁
68
―

2
2
0
3
）

う
え
の
は
ら
少
年
少
女
合
唱

団
員
を
募
集
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
う
え
の

は
ら
少
年
少
女
合
唱
団
の
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
元
気
よ
く
歌

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日

毎
週
土
曜
日
　
午
前

10
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

5
・
6

●
指
導
者

川
島
和
美
さ
ん

●
対
象
者

小
学
1
年
生
〜
中
学

3
年
生

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
案
内

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

労
働
基
準
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
た

労
働
条
件
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。労

働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
基

準
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
事
業
場
に
立
入
り
、
事

業
主
に
法
に
定
め
る
基
準
を
遵
守

さ
せ
る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
の
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①
筋
力
向
上（
バ
ラ
ン
ス
体
操
や

ス
ト
レ
ッ
チ
、
専
門
家
に
よ
る

指
導
等
）

②
認
知
症
予
防

●
参
加
に
関
す
る
注
意
点

・
原
則
週
1
回
、
3
か
月
間
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
教
室
参
加
決
定
後
、
都
合
に
よ

り
お
休
み
を
す
る
場
合
、
未
連

絡
の
と
き
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が

か
か
り
ま
す
。

《
事
業
開
始
と
開
催
場
所
等
》

■
社
会
福
祉
法
人
　
に
ん
じ
ん
の

会（
秋
山
地
区
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

●
日
程

5
月
12
日（
火
）か
ら
毎

週
火
曜
日
、
計
12
回
実
施

●
時
間

午
前
11
時
〜
午
後
1
時

●
参
加
費

昼
食
代
、
お
よ
び
申

込
み
時
に
保
険
料
と
し
て
800
円

か
か
り
ま
す
。

※
会
場
ま
で
の
送
迎
を
無
料
で
行

い
ま
す
。

●
申
込
方
法

長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当
ま
た
は
秋
山
支
所

に
印
鑑
と
保
険
料
を
お
持
ち
に

な
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
に
市
役
所
ま
で
お
越
し

に
な
れ
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

元
気
い
き
い
き
教
室

市
で
は
、
要
介
護
状
態
等
を
予

防
し
、
い
つ
ま
で
も
若
く
元
気
で

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
営
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
元

気
い
き
い
き
教
室
」
を
実
施
し
ま

す
。

《
事
業
開
始
の
背
景
と
目
的
》

高
齢
者
の
死
亡
原
因
は
中
年
期

同
様
、
悪
性
新
生
物
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
と
い
わ
れ
る
生
活
習

慣
病
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
期
に
お
け
る

「
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
原
因
」

を
み
て
み
る
と
、
脳
卒
中
は
重
複

す
る
も
の
の
、
骨
折
・
転
倒
、
高

齢
に
よ
る
衰
弱
な
ど
、
そ
の
原
因

は
死
亡
原
因
と
は
明
確
に
異
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
状
態
を
増
大
さ

せ
る
原
因
と
し
て
、「
廃
用
症
候

群（
生
活
不
活
発
病
）」
あ
る
い
は

「
老
年
症
候
群
」
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す

る
65
歳
以
上
の
方
で
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
●
事
業
内
容

●
申
込
締
切

4
月
15
日（
水
）

午
後
5
時
ま
で

食
の
自
立
支
援
事
業

（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

食
生
活
の
改
善
と
健
康
増
進
、

ま
た
、
安
否
確
認
を
図
る
た
め
の

事
業
で
す
。

●
対
象
者（
市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
）

①
平
成
20
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯

②
65
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
か
、

高
齢
者
世
帯
で
い
ず
れ
か
が
虚

弱
な
場
合

●
内
容

月
〜
土
曜
日
の
昼
食
を

希
望
曜
日
に
応
じ
て
配
食

●
利
用
料

300
円

●
委
託
事
業
者（
順
不
同
）

・
ま
も
か
ー
る
、
上
野
原
給
食
セ

ン
タ
ー
、
扇
、
あ
き
山

移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

市
内
医
療
機
関
受
診
等
の
際
の

交
通
不
便
の
解
消
を
目
的
に
、
病

院
や
福
祉
施
設
等
へ
の
移
送
を
行

い
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
し

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

●
利
用
回
数

月
に
往
復
2
回

（
ま
た
は
片
道
4
回
ま
で
）

●
移
送
範
囲

市
内
の
み

●
利
用
範
囲

病
院
の
通
院
・
入

退
院
、
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所

●
利
用
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分
ま
で

●
利
用
料

無
料

家
族
介
護
慰
労
金

支
給
事
業

在
宅
に
お
い
て
、
要
介
護
者
を

介
護
し
て
い
る
方
に
慰
労
金
を
支

給
し
、
日
ご
ろ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有

し
、
在
宅
で
要
介
護
4
・
5
の

要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
介

護
者
の
方

●
支
給
額

月
額
5
0
0
0
円

●
申
込
方
法
　
「
食
の
自
立
支
援

事
業（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）」「
移

送
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
、「
家
族
介
護
慰
労

金
の
支
給
」
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護

担
当
、
秋
山
支
所
ま
た
は
各
出

張
所
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

5 月 料金



●
第
1
次
試
験

5
月
16
日（
土
）

※
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
希
望
者
は
17

日（
日
）も
試
験
実
施

《
一
般
曹
候
補
生（
第
1
回
）》

部
隊
勤
務
を
通
じ
て
曹
と
し
て

の
教
育
を
受
け
、
採
用
後
2
年
9

か
月
経
過
以
降
選
考
に
よ
り
3
曹

に
昇
任
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
は
幹
部
へ
の
道
も

開
か
れ
て
い
ま
す
。

●
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

※
平
成
22
年
3
月
高
等
学
校
卒
業

予
定
者
は
除
く

●
願
書
受
付
期
間

5
月
12
日（
火
）ま
で

●
第
1
次
試
験

5
月
23
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
山
梨
地

方
協
力
本
部
大
月
地
域
事
務
所

（
蕁
22
―

1
2
9
8
）

小
規
模
企
業
者

小
口
資
金
利
子
補
給

上
野
原
市
で
は
、
小
規
模
企
業

者
の
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

市
小
規
模
企
業
者
小
口
資
金
融
資

促
進
条
例
の
融
資
を
受
け
た
市
内

事
業
者
を
対
象
に
、
金
融
機
関
へ

支
払
っ
た
利
子
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

●
対
象
者

従
業
員
20
人
以
下
の

会
社
お
よ
び
個
人（
サ
ー
ビ
ス

業
は
5
人
以
下
）

●
対
象
融
資
資
金

上
野
原
市
小

規
模
企
業
者
小
口
資
金
融
資
促

進
条
例
に
よ
り
受
け
た
融
資

（
運
転
資
金
1
企
業
当
り
750
万

円
ま
で
。
貸
付
期
間
5
年
以
内
）

●
利
子
補
給
額

年
1
％
以
内

●
利
子
補
給
期
間

融
資
実
行
の

日
か
ら
5
年
間

●
適
用
期
間

平
成
21
年
4
月
1

日
〜
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

に
資
金
融
資
を
受
け
た
事
業
者

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

山
梨
U
・
I
タ
ー
ン

就
職
フ
ェ
ア

山
梨
県
お
よ
び
山
梨
労
働
局
で

は
、
山
梨
で
働
き
た
い
社
会
人
の

方
、
来
春
卒
業
予
定
の
方
を
対
象

に
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
企
業
情
報
は
4
月
上
旬

か
ら
山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
ま
す
。

●
日
時

4
月
25
日（
土
）
午
後

1
時
〜
4
時（
正
午
受
付
開
始
）

●
場
所

ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン

青
山（
港
区
南
青
山
4
―

17
―

58
）

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
商
工
労

働
部
労
政
雇
用
課（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1
5
6
2
）
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募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月
●応募・問い合わせ

企画課政策推進担当（蕁62－3118）

八ツ沢発電所とその水路設備見学会 
〈国内最大級の重要文化財の歴史探訪〉
所要時間：２時間３０分
案 内 日：４月末まで（水・土曜日）
問い合わせ先：ＴＥＰＣＯ葛野川ＰＲ館
電話番号：0554－30－1020（大月市賑岡町強瀬1101－2）

自
衛
隊
、
幹
部
候
補
生
・

一
般
曹
候
補
生
募
集

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、
次
の
と
お
り
幹
部
候
補
生
・

一
般
曹
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

《
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技
術
）》

入
隊
後
約
1
年
で
3
等
陸
・

海
・
空
尉（
大
学
院
修
士
学
位
取

得
者
は
2
等
陸
・
海
・
空
尉
）

●
資
格

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者（
22

歳
未
満
の
者
は
大
卒
者（
見
込

み
含
む
））

●
願
書
受
付
期
間

5
月
12
日（
火
）ま
で

●
第
1
次
試
験

5
月
16
日（
土
）

※
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
希
望
者
は
17

日（
日
）も
試
験
実
施

《
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
）》

免
許
取
得
後
、
歯
科
は
2
等

陸
・
海
・
空
尉
、
薬
剤
科
は
入
隊

後
約
1
年
で
3
等
陸
・
海
・
空
尉

●
資
格

専
門
の
大
学
卒（
見
込
み
含
む
）

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満（
薬
剤

は
26
歳
未
満
の
者
）

※
薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳

未
満

●
願
書
受
付
期
間

5
月
12
日（
火
）ま
で

上
野
原
市
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

総
務
省
が
平
成
19
年
12
月
に
公

表
し
た
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
上
野
原
市

立
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。

上
野
原
市
は
、
す
で
に
、
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
る
経
営
形
態
の

見
直
し
・
効
率
化
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
地
域
に
お

い
て
必
要
な
医
療
を
安
定
的
か
つ

継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り

健
全
化
を
図
る
も
の
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

病
院
対
策
課
病

院
事
業
担
当（
蕁
62
―

3
1
3
6
）

行
政
相
談
所
・
相
談
時
間
等

変
更
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
所
は
月
1
回
上
野
原

市
役
所
・
秋
山
公
民
館（
秋
山
公

民
館
は
奇
数
月
に
開
催
）で
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
4
月
以
降
は

上
野
原
市
役
所
本
庁
会
議
室
の
み

の
開
催
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
開

催
時
間
も
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）



看
護
の
日
・
看
護
週
間

〜
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
〜

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
の
生
誕
を
記
念
し
て
毎
年
5

月
12
日
を
「
看
護
の
日
」
に
、
ま

た
、
5
月
6
日
〜
12
日
の
間
を

「
看
護
週
間
」
と
し
、「
フ
ェ
ス
タ

看
護
」
と
銘
打
っ
て
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
第
31
回
山
梨
県
看
護
大
会

●
日
時

5
月
15
日（
金
）午
後
2

時
〜

●
場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

■
看
護
の
心
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
日
時

5
月
12
日（
火
）

●
場
所

管
内
駅
前
、
病
院
等

（
詳
細
は
後
日
決
定
）

■
病
院
訪
問
事
業
（
病
院
の
見

学
）

●
開
催
時
期

5
月
〜
8
月

●
対
象
者

小
・
中
学
生

■
一
日
看
護
師（
看
護
師
業
務
の

体
験
）

●
開
催
時
期

6
月
〜
7
月

●
対
象
者

高
校
生

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
4
）

巌
地
区

澤
田
遥は

る
か（

誠
）

上
野
原
地
区

河
野
美
裕

み

ゆ

（
彰
夫
）、
白
鳥
七
瀬

な
な
せ

（
司
）

棡
原
地
区

加
藤
朔
弥

さ
く
や（

浩
司
）

上
野
原
地
区

渋
谷
寿
宏
＝
坡
川
貴
子

山
阡
英
司
＝
柴
田
志
帆

長
田
弘
行
＝
浅
川
紗
樹

西
原
地
区

舩
木
豊
＝
デ
ィ
ン
、
テ
ィ
ー
テ
ィ

エ
ッ
ト

秋
山
地
区

佐
藤
良
太
＝
吉
田
沙
也

婚 

姻 

誕 

生 

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
2
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

不
正
大
麻
・
け
し
の
撲
滅

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

ア
サ
は
茎
の
繊
維
を
利
用
し
ま

す
が
、
そ
の
花
や
葉（
大
麻
）は
幻

覚
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
や
が
て

は
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
大
麻
取
締
法
で
は
一

般
で
の
栽
培
・
所
持
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
け
し
は
美
し

い
た
め
観
賞
用
と
し
て
人
気
が
あ

り
ま
す
が
、
ケ
シ（
ソ
ム
ニ
フ
ェ

ル
ム
種
）、
ア
ツ
ミ
ゲ
シ（
セ
テ
ィ

ゲ
ル
ム
種
）、
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ

（
ブ
ラ
ク
テ
ア
ツ
ム
種
）の
3
種
は

麻
薬
成
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
栽

培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
見
分
け
か
た
が
困
難

な
も
の
も
あ
る
の
で
、
山
梨
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

不
正
栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大

麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
、
保
健
所
ま
た
は
警

察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
―

24
―

9
0
3
3
）

伝
　
　
言
　
　
板

棡原地区 網野 美咲
み さ き

ちゃん（6歳11か月）

光里
ひ か り

ちゃん（4歳11か月）

大和
や ま と

くん（2歳0か月）
重行さん直美さんの長女・二女・長男

“もっと、もっと、元気に大きくなぁれ！！”

上野原地区 白鳥 陸仁
り く と

くん（1歳4か月）
弘晶さん瑞紀さんの長男

“元気に素直に育ってね！！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



◎
日
時
　
4
月
19
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

『
ビ
ー
ズ
教
室
』

◎
日
時
　
4
月
25
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

『
に
ご
り
え
』

◎
日
時
　
4
月
26
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
4
時
10
分

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

絵

本

○
『
バ
バ
ー
ル
と

お
ち
び
の
イ
ザ
ベ
ル
』

ロ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
リ
ュ
ノ
フ
／

作
　
せ
な
あ
い
こ
／
訳
　
評
論

社
○
『
ラ
ン
ド
セ
ル
が
や
っ
て
き
た
』

村
上
康
成
／
絵
　
中
川
ひ
ろ
た

か
／
文
　
徳
間
書
店

○
『
た
こ
や
き
よ
う
ち
え
ん
』

さ
い
と
う
し
の
ぶ
／
作
　
ポ
プ

ラ
社

○
『
あ
め
ふ
り
あ
っ
く
ん
』

浜
田
桂
子
／
著
　
佼
成
出
版
社

『
月
夜
の
み
み
ず
く
』

◎
日
時
　
4
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

『
お
ひ
さ
ま
お
は
よ
う
！
』

ほ
か

◎
日
時
　
4
月
18
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
大
つ
ご
も
り
』

樋
口
一
葉
／
作
　
ほ
か

大
目
地
区

上
條
美
芳（
義
次
）、
坂
本
弥
生

（
美
登
）、
上
條
勇（
敦
森
美
紀
）、

中
村
篤
治（
昌
史
）、
富
田
良
一

（
●
正
）

巌
地
区

平
本
　
三（
久
子
）、
佐
藤
定
雄

（
節
代
）、
井
上
忠（
義
夫
）、
清
水

年
子（
城
治
）、
木
口
仁（
哲
也
）、

武
田
伊
一
郎（
繁
男
）、
久
島
紀
子

（
忠
義
）

島
田
地
区

河
内
豪（
春
子
）

上
野
原
地
区

岡
部
ゆ
き
子
（
誠
）、佐
藤
八
郎

（
櫻
井
保
闊
）、加
賀
美
良
信（
達
也
）、

川
島
ハ
ル
ヱ（
薫
）、
鈴
木
静（
憲
）、

佐
藤
定
雄
（
利
雄
）、
黒
部
利
夫

（
成
子
）

棡
原
地
区

長
田
泰
夫（
賢
二
）、
闍
橋
岬（
関
戸

眞
由
美
）

西
原
地
区

横
娜

つ
ゑ（
了
一
）

秋
山
地
区

関
戸
武
利（
允
子
）、
原
田
花
子

（
幸
一
）、
原
田
武
茂（
佐
助
）
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上
野
原
市
立
図
書
館 

63 

5 
2 

蕁 
4 

ー 

1 

4 4 
日 月 火 水 木 金 土 
図書館カレンダー 

◯は休館日 

5 6 7 8 9 10 

26 

11 
12 13 14 15 16 17 18 

21 19 20 
  

22 23 
 
24 25 

 

1 2 

  
 

 

     

  
   

  3  4  

27 28 29 30 

一

般

書

◇
『
沖
田
総
司
壬
生
狼
』

鳥
羽
亮
／
著
徳
間
書
店

池
田
屋
事
件
で
、
名
を
挙
げ

た
若
き
天
才
剣
士
た
ち
。
新
選

組
と
想
い
人
と
の
間
に
揺
れ

る
、
心
血
を
描
く
。

◇
『
骨
の
記
憶
』

楡
周
平
／
著
　
文
藝
春
秋

没
落
し
た
旧
家
の
嫁
の
も
と

に
、
失
踪
し
た
父
の
頭
蓋
骨
が

届
い
た
。
誰
が
何
の
た
め
に
…
。

◇
『
英
雄
の
書
上
下
巻
』

宮
部
み
ゆ
き
／
著
　
毎
日
新
聞

社
本
棚
に
隠
さ
れ
た
赤
い
本
の

呼
び
か
け
に
応
え
、「
英
雄
」

に
取
り
憑
か
れ
た
兄
を
救
う
た

め
、
友
理
子
は
物
語
の
世
界
へ

と
旅
立
つ
。

◇
『
う
つ
く
し
い
人
』

西
加
奈
子
／
著
　
幻
冬
舎

非
日
常
な
離
島
の
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
で
出
会
っ
た
三
人
を
動

死 

亡 

か
す
、
圧
倒
的
な
日
常
の
奇
跡
。

◇
『
鳥
か
ご
の
詩
』

北
重
人
／
著
　
小
学
館

昭
和
41
年
、
東
京
下
町
の
奇

妙
な
新
聞
店
。
住
込
み
で
働
く

事
に
な
っ
た
受
験
浪
人
康
男
の

青
春
物
語
。

◇
『
裏
太
平
記
』

半
村
良
／
著
　
河
出
書
房
新
社

兼
好
法
師
に
は
裏
の
顔
が
あ

っ
た
。
大
胆
な
推
理
を
も
と
に

末
世
の
太
平
記
の
世
界
を
描

く
。

◇
「
ま
、
い
っ
か
。」

浅
田
次
郎
／
著
　
集
英
社

オ
ヤ
ジ
目
線
の
現
代
考
。
泣

け
て
笑
え
て
た
め
に
な
る
エ
ッ

セ
イ
。

児

童

書

◆
『
お
つ
き
さ
ま
の
や
く
そ
く
』

い
と
う
ひ
ろ
し
／
作
　
講
談
社

◆
『
ド
ン
マ
イ
！
』

後
藤
竜
二
／
作
　
福
田
岩
緒
／

絵
　
新
日
本
出
版
社

◆
『
す
り
ば
ち
の
底
に

あ
る
と
い
う
ボ
タ
ン
』

大
島
真
寿
美
／
著
　
講
談
社

◆
『
サ
ー
カ
ス
の
ど
ろ
ぼ
う
』

マ
ッ
テ
ィ
ン
・
ビ
ー
ド
マ
ル

ク
／
作
　
ヘ
レ
ナ
・
ビ
リ
ス
／

絵
　
主
婦
の
友
社

◆
『
本
当
の
友
だ
ち
っ
て

ど
ん
な
友
だ
ち
だ
ろ
う
』

藤
原
和
博
／
著
　
朝
日
新
聞
出

版

 
 ☆
子
ど
も
映
画
会
☆

 
 ☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

 
 ☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　

朗
読
館
☆

 
 ☆
親
子
文
芸
講
座
☆

 
 ☆
映
画
鑑
賞
会
☆
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広
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電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
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o
h
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E
-m
ail：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg
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上野原リトルジャイアンツでは、軟式少年野球チー
ムとしては市内で初となるＡＥＤを3月1日から導入
しました。導入に伴い、保護者の方が2月28日に行
われた普通救命講習会に参加し、子どもたちの「いざ
という時のために」と、真剣に講習を学んでいました。

棡原保育所でひなまつり会

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

桃の節句の3月3日、棡原保育所でひなまつり会が行われました。
ひなまつり会では、ひなまつりにちなんだ紙芝居を見たり、「うれしい

ひなまつり」を大きな声で歌い楽しんだ園児たち。そして園児はお内裏様
とお雛様の衣装に着替え、周り園児たちも大きな歌声で盛り上げて、愛ら
しいひな人形の姿で記念写真を撮りました。
ひなまつりは女の子のお祭りですが、この日は男の子も女の子も、「み

んな元気に大きくなぁれ」、と願いを込めて行ったひなまつり会でした。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,344人 （－22）
男 ●13,639人 （－11）
女 ●13,705人 （－11）
世帯●10,058世帯（＋17）
平成21年3月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●上野原リトルジャイアンツがAEDを導入
2月28日、もみじホールで社会福祉大会が行われ

ました。会場には250人を超える出席者が集まり、
福祉功労者・団体の表彰、福祉作品コンクールの表彰
や朗読が行われました。また、川島昭恵さん加島忠義
さんによる記念講演も行われました。

●第4回社会福祉大会

3月1日、もみじホールで家庭教育講演会が行われ
ました。昨年に引き続き小南奈美子先生を講師に招き、
「子どもの「生きる力」を育むとっておきの子育て術」
と題し、心豊かな子どもを育てるための夫婦のあり方、
子どもへの接し方を紹介しました。

●上野原市家庭教育講演会
3月4日～6日、もみじホールで第36回東部地域高

齢者作品展が開催されました。この作品展には、都
留・大月・上野原・小菅に住むお年寄りの、俳句や日
本画・工芸などの作品、計236点が展示されました。
88歳以上の方の作品も12点出品されました。

●第36回東部地域高齢者作品展
編
集
・
発
行
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